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CaWO4 (scheelite) and CaMoO4 (powellite) series minerals have a continuous solid solution. The solid 

solution were synthesized by dry method at 850℃.The synthetic minerals in this series are aggregate of 
polyhedral crystals. 

X-ray powder diffraction data(Table 1) data for synthetic scheelite and powellite are examined by Guinier 
method and unit cell parameters (Table 2) obtained by a least squares calculation.  These values (Figure 2) 
increased linearly with increasing Mo contents. 
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１．はじめに 

 天然において灰重石CaWO4がCaMoO4（パウエル

石）成分を含み、両者間に連続固溶体を形成してい

ることは知られている。 
 また、両端成分鉱物の合成も行われて、既に報告

されている。しかしながら、両端成分の中間の固溶

体に対しての合成実験についての研究はほとんど行

われていない。 
 今回、この系の鉱物の合成を行い、X 線粉末回折

もディフラクトメーターより分解能の高いギニエ・

カメラを用いて測定し、最小二乗法により精密な格

子定数を求めたので、その結果について報告する。 
 
２．灰重石－パウエル石系固溶体の合成 

 種々のW/Mo の組成を有するこの固溶体の合成に

は溶融法を用いた。合成実験に用いた出発物質は以

下のような特級試薬である。 
タングステン酸ナトリウム（NaWO4・2H2O） 
モリブデン酸ナトリウム（NaMoO4・2H2O） 
塩化カルシウム（CaCl2） 

 合成はこれらの試薬を目的の組成（W/Mo）になる

よう精確に秤量し、メノウ乳鉢で十分粉砕・混合し

た後、白金るつぼに入れ、窒素気流中 800℃で２時

間加熱して反応させて行った。加熱後約一時間位か

けて 800℃から室温まで徐冷した。 
 冷却後、試料を白金るつぼから取り出し、ビーカ

ーに入れ、蒸留水で煮沸し、塩素(Cl)が検出されなく

なるまで濾過・洗浄した。濾過後、試料は約 100℃
で加熱して乾燥させた。 
 今回合成した灰重石固溶体は CaMoO4 モル％が

0.0％から 10％毎に 100％まで 11 種類であった。 
 合成した固溶体は 0.5～1mm 多面体の粒状結晶の

集合であり、すべて無色透明であった(Figure 1)。 
 
３．X線回折結果 

 合成した固溶体はギニエ・カメラを用いたX 線粉

末回折を行った。その方法は北風 1)とほぼ同じで、

内部標準に金属 Si を用いた。 
 X 線粉末回折結果の一部、タングステン、モリブ

デン両端成分(CaWO4 および CaMoO4)のデータを

Table 1 に示している。 
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Table 1 X-ray powder data for synthetic wolframite  
series minerals 

Figure 1 SEM images for synthetic scheelite 
and powellite. 

Table 2 Unit cell parameters of synthetic scheelite-powellite 
series minerals 

Figure 2 Variation of unit cell parameters of a and 
c for synthetic scheelite-powellite series 
minerals. 
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４．固溶体の格子定数 

 X 線粉末回折線の全回折線に指数付けを行い、最

小二乗法により格子定数を求めた。この結果はTable 
2 のようである。 
 これらの格子定数と化学組成の関係は Figure2 に

示すようで、a および c の変化と化学組成とはほぼ

直線関係であった。 
 
５．考察と結論 

 CaWO4 端成分と CaMoO4端成分、および両者の中

間組成の固溶体を合成した。合成物は多面体結晶の

集合であった。 
 X 線粉末回折結果から求めた格子定数は CaWO4

で a=5.2437（3）Å、c=11.3740(4) ÅからCaMoO4の

a=5.2267（4)Å、c=11.4297(7) Åまで組成の変化に応

じてほぼ直線的に増加することが分った。 
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